
６月21日

７月４日

　二色の浜でビーチスポーツフェ
スティバル2026が開催されました。
　参加者は、浜の清掃を行った後、
ビーチクリケット大会・ビーサン
飛ばし・ペタンク体験を楽しんで
いました。大会の結果は、昨年に
引き続き、大阪大谷大学Ａチーム
が連覇を果たしました。

　岸和田市貝塚市クリーンセンター
で「岸和田・貝塚３Ｒふれあいフェ
ア」が開催され、多くの方でにぎわ
いました。
　来場者は、ごみの減量や分別など
の講座を受講したり、自分だけのオ
リジナルエコバッグを作成するなど、
楽しみながら環境への関心を高めて
いました。

 コスモスシアターで第76回「社会
を明るくする運動」市民集会を開
催しました。
　更生保護啓発動画上映のあと、
貝塚バトントワリングクラブと貝
塚高等学校ダンス部が演技されま
した。
　また、活動展示のほか、CAPIC
(刑務所作業製品)の販売も行われ
ました。

７月５日

６月18日

　日本生命女子卓球部の面手選手と
村上総監督が、世界卓球ロンドン大
会の結果を報告に市役所を訪れまし
た。
　面手選手は「初めての世界卓球選
手権で緊張したが、トップ選手のプ
レーを見ることができ、
貴重な経験となりまし
た」と話しました。今
後のさらなる活躍を応
援しています。

６月19日

　まーぶるこども園では、くら寿
司(株)の協力のもと、地域連携に
よる食育活動として、水揚げされ
た魚の搬入現場を見学しました。
　子どもたちは、マグロやハマチ
など回転寿司で見かける魚が運ば
れる様子を興味津々に見つめてい
ました。
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６月22日

　市内に本社を置く日本観光
(株)の観光バス４台の背面に、
つげさんのデザインをラッピン
グしていただきました。
　島原社長は「観光バスが全国
を走ることで貝塚市をPRできる。
今後も市の発展に貢献したい」
と話されました。
　ありがとうございます。

◆障害者用に音声版・点字版の広報も発行しています。ご希望の方は障害福

祉課(☎072－433－7012)へお問合せください。

　また、障害のある方でイベントなどに参加する際配慮が必要な場合は、各

問合せ先へご連絡ください。可能な限り対応します。

KaizukaTopics 16

面手凛選手表敬

ビーチスポーツフェスティバル

７月８日

　(一社)大阪府自動車整備振興会
貝塚地区会と災害に関する協定を
締結しました。
　大規模災害が発生した場合、速
やかに災害対応を図るため、緊急
車両や災害対応に使用する車両の
応急整備などを行っていただきま
す。

災害協定

３Rふれあいフェア 社会を明るくする運動

つげさんラッピングバスお披露目会

７月15日

　夏の風物詩「貝塚太鼓台
祭り」を盛り上げようと、
大阪信用金庫貝塚支店の皆
さんが、法被姿で業務に当
たられました。
　また、ロビーには各町の
法被や提灯が展示されてい
ました。

太鼓台法被展示

地域連携による食育の取組み

JiroDiary

　市内63カ所で開催されている「ふれあい喫茶」。たくさんの
方が喫茶を楽しみ、地域の方同士で談笑しながら過ごしていま
す。
　先日、ようやく全てのふれあい喫茶を一巡できました。
　どの地域でも、運営に尽力し
ているボランティアの皆さんや
参加している地域の皆さんがい
きいきとしており、大切な取組
みだと改めて実感しました。
　市としても、支援を拡充し、
引き続き応援していきます。

地域のコミュニティの大切さ

リール動画

　二色の浜海水浴場が３年連続で、国際環境認証「ブルーフ
ラッグ」を取得しました。７月17日には、ブルーフラッグの掲
揚式と海開きの式典が行われました。
　かつては汚い・海に入るとＴシャツの色が変わるなど、イ
メージがあまり良くない話も多くお聞きしましたが、現在では
すっかり生まれ変わりました。
　二色の浜の「二色」の由来である、
白い砂浜・青い松に囲まれた、美し
い海が時代を超えて帰ってきました。
私も毎週訪れています。
　ぜひ、この夏、市民の皆さんも、
再生された「二色の浜」で素敵な時
間をお過ごしください！

二色の浜、生まれ変わっています！

はっぴ

めんで　 りん


